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直轄管理区間
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流域面積一覧表
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淀川水系図
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土地利用面積(全体）

平地面積

19%
山地面積

70%

河川区域面積

11%

淀川流域人口の推移
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想定氾濫区域内人口

759,908人

697,449人

394,134人

800,220人

162,654人

3,762,230人

琵琶湖流域

宇治川流域
(瀬田川含む）
桂川流域

木津川流域

淀川下流域
（旧淀川含む）
猪名川流域
（神崎川含む）想定氾濫区域内人口合計

６，５７６，５９５人

想定氾濫区域内資産

11,191,000百万円

8,823,393百万円

4,050,276百万円

10,786,819百万円

1,648,489百万円

66,820,142百万円

琵琶湖流域

宇治川流域
(瀬田川含む）
桂川流域

木津川流域

淀川下流域
（旧淀川含む）
猪名川流域
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想定氾濫区域内資産合計額

１０３，３２０，１１９百万円



彦根能勢

大阪 大宇陀

木津川淀川猪名川

名張川

年平均気温　14.6℃
年降水量　　 1653mm

年平均気温　17.1℃
年降水量　　 1848mm

年平均気温　15.8℃
年降水量　　 1765mm

年平均気温　17.8℃
年降水量　　 1605mm

年平均気温　19.3℃
年降水量　　 1667mm

年平均気温　15.4℃
年降水量　　 1687mm

　　  気温

■　降水量

上野

宇治川

桂川

京都

流域の気象（気温、降水量）



年降水量等高線図

流域の気象



地点 年総量

観測年 最大 豊水 平水 低水 渇水 最小 年平均 （106ｍ３）
桂 848.15
S30～H10 8億ｍ３

淀 5,602.27
S30～H9 56億ｍ３

加茂 1,435.66
S33～H9 14億ｍ３

枚方 8,620.48
S27～H9 86億ｍ３

軍行橋 279.83
S29～H9 3億ｍ３

河川名
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宇治川

木津川

284.61淀川

猪名川

2,079.80

1,979.52
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1,568.62
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7.48

14.80

137.94

25.58

195.97

3.71

26.69

194.41

41.50

42.54

2.05

4.72

78.23

10.74

107.23

0.86

9.35

102.93

17.95

流　　　　　　　　　　　　　量　　　　　　　　　　（ｍ３／ｓ）

0.00

26.88

177.53

45.50

273.17

8.87

0.00

33.00

1.42

各河川の流況
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木津川

淀 川

宇治川

猪名川
桂 川
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流域の主な景観・環境

河口部



流域に生息する主な生物



発生年月日 気象原因
最大流量(枚方）

　　　（ｍ3/s）

昭和28年9月25日 台風１３号 7,800.00

昭和31年9月27日 台風１５号 5,025.00

昭和33年8月26日 台風１７号 3,990.00

昭和34年8月14日 前線及び台風 7,560.00

昭和34年9月27日
台風１５号

（伊勢湾台風） 7,970.00

昭和35年8月30日 台風１６号 3,775.00

昭和36年10月28日 台風２６号 7,205.80

昭和40年9月18日 台風２４号 6,868.20

昭和47年9月17日 台風２０号 5,288.44

昭和57年8月2日 台風１０号 6,270.67

平成1年9月3日 台風１２号 3,599.15

平成2年9月20日 台風１９号 3,949.44

平成6年9月30日 台風２６号 2,753.42

淀川における近年の大出水



大正６年大冠村大塚（現高槻市）の堤防決壊破堤

昭和２８年１３号台風による京都府久御山町付近の浸水



昭和３５年猪名川の出水
による豊中市の浸水

昭和４７年桂川の出水によ
る亀岡市の浸水

昭和３６年第二室戸台風による大阪市此花区伝法
附近の状況



近年の渇水



河川の利用

淀川河川公園の利用

淀川水系の水利用



淀川流域で現在実施している主な事業

１．　淀川堤防耐震対策事業

２．　淀川高規格堤防整備事業

３．　隠元地区引堤事業

４．　車田地区引堤事業

５．　塔の島地区改修事業

６．　大下津地区引堤事業

７．　木津川漏水対策事業

８．　大津放水路建設事業

９．　草津川放水路建設事業

１０．天ヶ瀬ダム再開発事業

１１．大戸川ダム建設事業

１２．上野遊水地事業

１３．川西・池田地区改修事業

１４．猪名川総合開発事業



直轄管理区間

草　津　川
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塔の島地区改修

淀川高規格堤防

淀川堤防耐震対策

木津川漏水対策

上野遊水池

大津放水路

猪名川総合開発事業

川西・池田地区改修

草津川放水路



河 川 名 淀 川

淀川堤防耐震対策事業事 業 名

事業区間 河口～鳥飼大橋までの緊急的に対策をする必要がある区間
Ｌ＝８．６㎞

事業内容 堤防耐震補強（鋼矢板打設、地盤改良）
事業経過 工事実施 Ｈ７～（Ｈ１３概成予定）

事業の概要
淀川は阪神淡路大震災により１９箇所の堤防が沈下、崩壊、法崩れ、亀裂等の被

災を受けており、これを機に堤防の耐震対策を実施しています。
対策は堤防基礎地盤の液状化現象によるすべり破壊を防ぐことを目的として、抑

．．．

止工として堤外側は地盤改良、民家の近接する堤内側は鋼矢板打設により対処して
います。

阪神大震災による被災



河川名 淀川

事業名 淀川高規格堤防整備事業

事業区間 木津川・桂川との合流点から河口まで（大阪府域）

延長 ８９Ｋｍ

事業内容 高規格堤防の整備

（計画高水流量を超える流量の洪水の作用に対して耐えることがで

きる規格構造を有する堤防）

事業経過 事業採択年 昭和６２年度

工事着手年 昭和６３年

進捗状況 約７％（平成１１年度末）

事業の概要

計画規模を上回る洪水により破堤した場合の甚大な被害を避けるための対策とし

て高規格堤防の整備を実施しています。



酉島地区高規格堤防整備事業



河 川 名 宇 治 川

隠元地区引堤事業事 業 名

事業区間 宇治川右岸 ４７．０ｋ～４８．４ｋ
事業内容 引堤 Ｌ＝１．４km

橋梁架替 １橋
樋門改築 ２基

事業経過 事業説明 Ｓ５５
用地買収 Ｓ５５～
築堤工事 Ｓ６０～
橋梁架替 Ｈ１１～
樋門改築 Ｈ８～

事業の概要
宇治川における流下能力を確保するため河積拡大として最大幅約５０ｍの引堤を

行うものです。
当該地区においては隠元橋から上流の区間について築堤が概成しており、隠元橋

下流については、現在残る１件の用地交渉を継続し、一部区間の築堤工事に着手し
ています。

また、隠元橋については、京都府の道路事業と合併して事業実施中です。

（現隠元橋）



河 川 名 宇 治 川

車田地区引堤事業事 業 名

事業区間 宇治川右岸 ４９．２ｋ～５０．０ｋ
事業内容 引堤 Ｌ＝０．８km
事業経過 事業説明 Ｓ５８

用地買収 Ｓ５５～
築堤工事 Ｓ５９～

事業の概要
宇治川における流下能力を確保するため河積拡大として最大幅約２０ｍの引堤を

行うものです。
当該地区は戦川を挟んだ上下流それぞれ４００ｍの区間を対象とするが、戦川上

流については、既に引堤が完了しています。
戦川下流については、一部の用地を取得していますが、事業説明、用地交渉を継

続している状況です。



河 川 名 宇 治 川

塔の島地区改修事業事 業 名

事業区間 ５０．６ｋ～５１．８ｋ Ｌ＝１．２㎞
事業内容 河床掘削

護岸整備
橋梁対策

事業経過 景観保全に関する協議会 Ｓ５２
宇治川改修計画に対する意見書（宇治市） Ｓ５３
工事着手 Ｓ５６

事業の概要
宇治川の最上流部である当該箇所において流下能力を確保するため河積拡大とし

て河床掘削を行うものです。
当該地区は風致地区であり、周辺には平等院が立地し、また平安時代から行われ

ている鵜飼等の歴史的資産が多く残されていることから、河川改修においてもこれ
らの歴史的風土に配慮して実施しているところです。





河 川 名 桂 川

大下津地区引堤事業事 業 名

引堤区間 桂川右岸 １．６～４．０ｋ Ｌ＝２．４㎞

事業内容 引堤最大幅 １００ｍ（川幅を３７０ｍに拡大）
移転家屋数 約１４０戸

事業経緯 事業説明 Ｓ５４
用地買収 Ｈ２～

築堤工事 Ｈ５～
代替地造成 Ｈ７～

事業の概要
大下津地区は淀川（宇治川 、桂川、木津川の三川合流点の直上流右岸（１．６）

ｋ～４．０ｋ）に位置する地区である。
当該区間の流下能力を確保するため、平均川幅を約３７０ｍ確保することとして

約２．４㎞に及ぶ引堤を実施している。





河 川 名 木 津 川

木津川漏水対策事業事 業 名

事業区間 漏水実績のある区間、及び旧川跡・破堤実績のある区間

Ｌ＝３０．８㎞
事業内容 遮水護岸工、鋼矢板打設
事業経過 工事実施 Ｓ５３～

事業の概要
木津川の堤防は河床材による築立であり、また堤防基礎地盤が河床と同様の材料

であるため、洪水時において堤内側への漏水により噴砂等が生じています。
堤防の漏水は破堤につながることから、Ｓ５２の堤防総点検以来、堤体及び基礎

地盤の漏水対策として遮水護岸工、鋼矢板打設等の整備（約３．３km）を実施して

います。



河 川 名 三田川他

大津放水路建設事業事 業 名

工事区間 大津市石山寺一丁目～大津市鶴の里 Ｌ＝４，７１３ｍ
事業内容 開削水路部 Ｌ＝ ２４９ｍ

ＮＡＴＭ区間 Ｌ＝ ４１１ｍ
トンネルⅠ区間 Ｌ＝１，７８３ｍ（内径φ１０．８ｍ）
トンネルⅡ区間 Ｌ＝１，５５２ｍ（内径φ ７．３ｍ）
トンネルⅢ区間 Ｌ＝ ７１８ｍ（内径φ ３．８ｍ）

事業経緯 用地買収 平成 ４年～
都市計画決定（当初） 平成 ６年
工事着手 平成 ６年～
都市計画決定（変更） 平成１１年

事業の概要
大津市街地を流れる三田川他８河川は、集中豪雨に見舞われると浸水被害を起こ

してきた。しかし、これらの河川は、河積が小さく流路が屈曲しており、沿川に住
宅が密集しているため改修を行うことが困難である。そこで、比較的開発の進んで
いない上流域の名神高速道路南沿いにおいて放水路トンネルを建設し、下流域の洪
水軽減をはかることを目的として事業を実施しています。
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凡例

第1期

総流域面積 (約 15.2k m2 )

　　　　　　　　 名神上流域

　　　( 面積約 9 . 6k m2)

　　　　　　　　　　　　名神下流域

　　　( 面積約 5 . 6k m2)

名神高速道路



河 川 名 草 津 川

草津川放水路建設事業事 業 名

工事区間 草津市矢橋町～青地町 Ｌ＝５．５㎞
事業内容 掘削 約１，２００千m3

護岸 １１，０００ｍ
落差工 ５基
橋梁 １９橋

事業経緯 用地買収 昭和５２年～
工事着手 昭和５７年～
草津川の直轄編入・
草津川放水路の直轄施工 平成 ４年～

事業の概要
天井川である現在の草津川は市街地の地盤から平均して５～６ｍも高く、洪水に

よる氾濫は広範囲に大きな被害をもたらしてきました。また慢性的に内水による浸
水被害を受けています。このため新たに放水路を建設し、河川の平地化を行うこと
により、沿川の治水安全度を飛躍的に向上させます。平成１３年度を通水目標にし
て事業を実施しています





河 川 名 宇 治 川

天ヶ瀬ダム再開発事業事 業 名

施工位置 淀川水系宇治川
右岸：京都府宇治市槙島町槇尾山

左岸：京都府宇治市槙島町六石山
事業内容 トンネル式放流設備 延長 約６００ｍ

導流部直径 １１．３ｍ

主ゲート ２門
事 業 費 ３３０億円
事業経緯 建設着手 Ｈ元年度

工事用道路着手 Ｈ９年度
補償工事着手 Ｈ12年度

事業の概要
天ヶ瀬ダム再開発事業は、より効率的な貯水池運用を図ることにより､洪水調節

計画の変更､新規水道用水の供給､揚水発電の増強を目的として、淀川水系宇治川の

京都府宇治市槙島町六石山・槇尾山地先に建設された天ヶ瀬ダムの放流設備の増設
(既設天ヶ瀬ダムの左岸部に新たにトンネル式放流設備を増設する｡)を行うもので
す｡



河 川 名 大 戸 川

大戸川ダム建設事業事 業 名

位 置 淀川水系大戸川
右岸：滋賀県大津市上田上桐生町
左岸：滋賀県大津市上田上牧町

型 式 重力式コンクリートダム
２集水面積 １５３．５ｋｍ

事 業 費 ７４０億円
事業経緯 建設事業着手 Ｈ元年度

基本計画告示 Ｈ３年３月
補償基準妥結 Ｈ６年10月
代替地移転完了 Ｈ10年３月
付替県道起工式 Ｈ11年６月

事業の概要
大戸川ダムは、洪水調節、水道用水の確保、河川環境保全のための流量確保、発

電を目的として滋賀県大津市上田上牧町及び上田上桐生町の淀川水系大戸川に建設
する多目的ダムである。



河 川 名 木津川上流

事業事 業 名 上野遊水地

事業区間 三重県上野市 木津川距離標５７．４km付近～６１．４km付近
事業内容 ４遊水地約２５０ha 湛水容量９００万m3
事業経緯 工事着手 Ｓ４５～

事業の概要
上野遊水地計画は、従来より上野盆地に常習的な湛水被害をおよぼしている湛水

域５４０ha（戦後最大湛水域）のうち、約２５０haの区域を計画遊水地として大出
水時に一時的に洪水を湛水させ流量調節機能を残しつつ、上野市周辺の治水対策を
図ることを目的として事業を実施しています。



河 川 名 猪 名 川

川西・池田地区改修事業事 業 名

改 修 区 間 猪 名 川 １ ０ ． ４ ～ １ ２ ． ６ ｋ Ｌ ＝ ２ ． ４ ㎞

事 業 内 容 引 き 堤 ２ ． ４ ㎞ （ 現 況 河 幅 ７ ０ ｍ ， 計 画 河 幅 ９ ０ ｍ ）

橋 梁 架 替 ４橋

井 堰 改 築 ２ 井 堰

低 水 護 岸 ２ ， ８ ０ ０ ｍ

河 道 掘 削 １９０千 m 3

事 業 経 緯 事 業 着 手 Ｓ５３年～

事業の概要

猪 名 川 は 都 市 及 び 都 市 周 辺 地 域 の 開 発 の 進 行 に 伴 う 人 口 の 集 中 、 洪 水 時 の 河 川 へ

の 流 出 量 の 増 大 等 に よ り 、 治 水 安 全 度 の 低 下 が 著 し く 、 昭 和 ５ ３ 年 度 に 「 総 合 治 水

対 策 特 定 河 川 」 に 指 定 さ れ 、 川 西 池 田 地 区 改 修 の 重 点 整 備 を 図 っ て い ま す 。

川 西 池 田 地 区 は 現 況 河 幅 が ７ ０ ｍ 程 度 と 狭 く 疎 通 能 力 が 不 足 し て お り 、 計 画 河 幅

９ ０ ｍ 確 保 す る こ と と し て 引 堤 事 業 を 実 施 し て い ま す 。



河川名 猪名川

事業名 猪名川総合開発(余野川ﾀﾞﾑ)事業

【事業の内容】

位 置： 大阪府箕面市下止々呂美地先

型 式： 重力式ｺﾝｸﾘｰﾄﾀﾞﾑ

集水面積： (直接： 間接 )27.8Km2 5.0km2 22.8km2

全体事業費： ５００億

【事業の経過】

・昭和５５年 ４月 「猪名川水利用高度化事業」として実施計画調査開始

・昭和５７年 ８月 「淀川水系における水資源開発基本計画(全部変更)」に高度化事

業位置づけ

・昭和５８年 ４月 猪名川総合開発建設事業に着手

・平成 ３年 ８月 多目的ダム法に基づく建設に関する基本計画の告示

・平成 ４年 １月 基本計画の告示（変更）

・平成 ４年 ８月 「淀川水系における水資源開発基本計画(全部変更)」に猪名川総

合開発事業位置づけ

・平成 ５年 ３月 工事用道路工事に着手

・平成 ７年１０月 用地損失補償基準の妥結・調印

【事業の概要】

猪名川総合開発事業は、洪水調節、流水の正常な機能維持及び、水道用水の供給を行

うことを目的として、淀川水系猪名川左支川余野川の右支川北山川(箕面市下止々呂美

地先)に多目的ダムとして建設される余野川ﾀﾞﾑ及び、猪名川下流に設ける河川浄化施設

を主要施設とします。

余野川ﾀﾞﾑは導水施設を伴う間接貯留方式の重力式ｺﾝｸﾘｰﾄﾀﾞﾑで高さ７９ｍです。


